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第 75 回数理社会学会大会（JAMS75）プログラム（確定版） 

 

日時：2023 年 8 月 25 日（金）～8 月 26 日（土） 

会場：愛知大学名古屋キャンパス 

大会委員⾧：田靡裕祐（愛知大学） 

 

 

 

1 参加費： 

一般（会員）4,000 円     学生・院生（会員）1,000 円 

一般（非会員）5,000 円  学生・院生（非会員）2,000 円 

 

2 懇親会：コロナ感染防止のため，開催しません． 

 

3 主なスケジュール 

 時間   

8 月 24 日 15:00～17:00 ワンステップアップ・セミナー  

8 月 25 日 9:30～11:10 自由報告 I（第 1 部会） 自由報告Ⅱ（第 2 部会） 

 11:30～13:00 萌芽的セッション I  

 13:00～14:00 昼食休憩  

 14:00～15:30 萌芽的セッションⅡ  

 15:45～16:30 会⾧公演  

    

8 月 26 日 9:00～10:40 自由報告 III（第 3 部会） 萌芽的セッションⅢ 

 11:10～12:40 萌芽的セッションⅣ  

 
 
4 主な会場（講義棟 3 階 L305 および L306 教室） 
・受付： 講義棟 3 階・エスカレーター横ラウンジ 
・会員控室・抜き刷り交換コーナー： 講義棟 3 階 L311 教室 
 

 

5 口頭報告者へのお願い（自由報告） 

・部会開始 5 分前に集合して，司会者と打ち合わせをしてください．報告 15 分，討論 10 分です． 

・会場設置パソコンを利用できます（Windows10，Office365）．持参パソコンの場合，HDMI 端子接続

の Windows ノートパソコンが使用可能です．いずれの場合も持参の機器は，開場前に必ず接続テスト

をお願いします． 

・ファイルは当日持参してください（USB メモリ利用可）． 
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・配布資料は，報告直前に配布してください．残部は持ち帰るか，抜き刷りコーナーに置いてくださ

い． 

・（司会者の方々へ）部会開始 5 分前に集合ください．報告 12 分で 1 鈴，15 分 2 鈴，25 分 3 鈴を鳴ら

します． 

 

6 ポスター報告者へのお願い（萌芽的セッション報告） 

・1 日目の萌芽的セッションⅠで報告される方はポスターを来場後なるべく速やかに貼りつけていただ

き，セッション終了後に速やかに取り外しください．萌芽的セッションⅡで報告される方はポスターを

昼食休憩中（13:00～14:00）になるべく速やかに貼りつけていただき，セッション終了後に速やかに取

り外しください．各セッション後 15 分経っても残っていたポスターはこちらで撤去します． 

・2 日目の萌芽的セッションⅢで報告される方はポスターを来場後なるべく速やかに貼りつけていただ

き，セッション終了後に速やかに取り外しください．萌芽的セッションⅣで報告される方はポスターを

休憩時間中（10:40～11:10）になるべく速やかに貼りつけていただき，セッション終了後に速やかに取

り外しください．各セッション後 15 分経っても残っていたポスターはこちらで撤去します． 

・最大で A0（縦 1189×横 841mm）のスペースが利用可能．報告ごとにポスター位置が指定されてい

ます． 

・ポスターの貼りつけには画鋲あるいはセロハンテープ（いずれも開催校が用意）が使用可能です． 

・部会開始 5 分前に集合してください．  

 

7 問い合わせ先 

研究事務局 〒600-8234 京都市北区等持院北町 56-1 

立命館大学 産業社会学部 金澤 悠介 

E-mail: jams.research[at]gmail.com 

 

大会開催校 〒453-8777 名古屋市中村区平池町 4-60-6（名古屋キャンパス） 

愛知大学 文学部 田靡 裕祐 

E-mail: jams.meeting75[at]gmail.com（一般的な問い合わせ）  
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8 月 24 日（木）                                           

13:00～15:00 編集委員会 講義棟 3 階 L310 教室 

13:00～15:00 研究活動委員会 講義棟 3 階 L311 教室 

15:00～17:00 ワンステップアップ・セミナー 講義棟 3 階 L306 教室 

17:00～19:00 理事会 講義棟 3 階 L309 教室 

 

8 月 25 日（金）                                           

09:00 開場  

09:20 開会挨拶 大会委員⾧ 田靡裕祐 講義棟 3 階 L305 教室 

09:30～11:10 自由報告 I・Ⅱ  

【第 1 部会】 ジェンダーと家族 講義棟 3 階 L305 教室 

司会 脇田彩（お茶の水女子大学）  

1 
Understanding Mechanisms of the Marriage Market Mismatch in 

Japan 

打越文弥（プリンストン大

学） 

2 
性交渉の頻度と家事分担が幸福度に及ぼす影響には相乗・相補効果が

あるのか 
石橋挙（専修大学大学院） 

3 
自己肯定感の規定因構造の男女差――学歴・職業・主観的地位に

関する男女別の多母集団同時分析―― 
鳥居勇気（立教大学大学院） 

4 
スキル利用のジェンダー不平等─スキル形成レジームに着目して

─ 

鈴木健一郎（名古屋大学大

学院） 

 

【第 2 部会】 社会現象への計量的アプローチ 講義棟 3 階 L306 教室 

司会 稲垣佑典（成城大学）  

1 
Class Allocation and Learning Support Network Dynamics: A 

Stochastic Actor-Oriented Modeling Approach 

Nobuo Suzuki （ Iwate 

Prefectural University） 

2 

韓国人に対する偏見への記述的規範の影響：サーベイ実験を用い

た検証 

◯永吉希久子（東京大学），

齋藤僚介（大阪大学），潮村

公弘（フェリス女学院大

学），瀧川裕貴（東京大学），

田辺俊介（早稲田大学） 

3 

さまざまな信仰の組み合わせと祭への参加 ◯辻竜平（近畿大学），茅野

恒秀（信州大学），相澤真一

（上智大学），濱崎友絵（信

州大学） 

＊＊＊＊休憩（20 分）＊＊＊＊ 
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11:30～13:00 【萌芽的セッション I】  

 
1～6：L301 教室 

7～12：L302 教室 

1 新型コロナウイルス禍におけるパチンコ遊技者の行動変容 依田公華（東京大学大学院） 

2 学歴の質的特性が女性の再就職に与える影響 
寺本えりか（東京大学大学
院） 

3 家事スキルと社会関係が家事分担に与える影響 
◯尾藤央延（東京都立大
学），齋藤僚介（大阪大学） 

4 非典型雇用の階層帰属意識に関する国際比較 
那須蘭太郎（東京大学大学
院） 

5 
オプトイン・パネル対象のウェブ調査におけるハウス効果につい
て 

○前田忠彦（統計数理研究
所），稲垣佑典（成城大学） 

6 
Quantitative Content Analysis -Focusing on Interview Data of 
Immigrants in Japan 

TINGTING CHEN (Keio 
University) 

7 現代における年齢規範とその規定因の探索 渡邊大輔（成蹊大学） 

8 
質問紙におけるキャリーオーバー効果の検討：家事頻度項目を例
に 

〇柳下実（佛教大学），柳田
愛美（東京都立大学大学
院），不破麻紀子（東京都立
大学） 

9 性別専攻分離と初職非正規雇用リスクに関する日韓比較研究 Hansol Lee（京都大学） 

10 歴史教科書は将来の政治的信条に影響するのか 

加藤晋（東京大学），◯五十
嵐彰（大阪大学），マッケル
ウェイン・ケネス・盛（東京
大学） 

11 集団構成が部分対称３人ゲームの戦略の固定確率に与える影響 関口卓也（理化学研究所） 

 

＊＊＊＊昼食休憩（60 分）＊＊＊＊ 

 
14:00～15:30 【萌芽的セッションⅡ】  

 
1～6：L301 教室 

7～11：L302 教室 

1 犬と犯罪 石黒格（立教大学） 

2 外国人の出身地と脅威認知の関連の検証 下窪拓也（順天堂大学） 

3 スノーボール・サンプルによる比率の推定 太郎丸博（京都大学） 

4 
教員の労働時間に対する職業意識の効果：マルチレベル分析を用
いた個人／集団効果の区別 

三輪卓見（東京大学大学院） 

5 社会的地位・希望する社会的地位の変化と生活満足度 脇田彩（お茶の水女子大学） 

6 
確率抽出パネル調査におけるモード間の回答の差異――SSJDA 
Panel と JLPS の比較 

〇石田賢示（東京大学），谷
口沙恵（東京大学），藤原翔
（東京大学） 
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7 
回答時間パターンの分析を通じた不適切回答検知の試み 〇稲垣佑典（成城大学），加

藤直子（桜美林大学），前田
忠彦（統計数理研究所） 

8 
消費増税をめぐる利害対立：言説ネットワーク分析に基づく政策
ネットワークの可視化 

山本英弘（筑波大学） 

9 
Identity Coherence Model に基づくナショナル・アイデンティテ
ィの変化の説明 

○齋藤僚介（大阪大学），尾
藤央延（東京都立大学） 

10 
Classed parenting and children’s imagined futures ◯打越文弥（プリンストン

大学），寺本えりか（東京大
学大学院） 

11 
国際結婚における同類婚パターンに対する出入国管理政策の影
響：人口動態調査の分析から 

〇永吉希久子（東京大学），
打越文弥（プリンストン大
学） 

 

＊＊＊＊休憩（15 分）＊＊＊＊ 

 

15:45～16:30 会⾧講演 講義棟 3 階 L305 教室 

 

TBA                                             数理社会学会会⾧ 渡邊勉（関西学院大学） 

 

＊＊＊＊休憩（15 分）＊＊＊＊ 

 

16:45～17:45 総会 講義棟 3 階 L305 教室 
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8 月 26 日（土）                                           

08:45 開場  

 

09:00～10:40 自由報告 III・萌芽的セッションⅢ  

【第 3 部会】数理モデル 講義棟 3 階 L305 教室 

司会 大浦宏邦（帝京大学）  

1 ラカンの代数学 落合仁司（同志社大学） 

2 
⾧期効果を考慮した学術生産モデル開発ー実証可能性に留意しつ

つー 

〇樊怡舟（広島大学），中尾

走（広島市立大学） 

3 

大学進学選択と経済的資産の関連：損失回避傾向の異質性に注目

して 

◯毛塚和宏（国立社会保障・

人口問題研究所），鈴木遼

（宮城県立泉松陵高校） 

４ 
E Graph Coloring Problem in Dynamic Networks: A laboratory 

experiment 

Yen-Sheng CHIANG 

(Institute of Sociology, 

Academia Sinica, Taiwan） 

 
【萌芽的セッションⅢ】  

 
1～6：L301 教室 

7～11：L302 教室 

1 ボランティア活動参加者が得るメリットに関する基礎的分析 伊藤理史（京都産業大学） 

2 
夫婦の家事分担の定着時期についての家族のライフステージに着
目した分析 

〇及川怜（慶應義塾大学），
金井雅之（専修大学） 

3 
オンライン履歴書実験による新規大卒者への評価に関する研究
（1）：調査デザイン 

◯豊永耕平（近畿大学），麦
山亮太（学習院大学），下瀬
川陽（作新学院大学） 

4 
オンライン履歴書実験による新規大卒者への評価に関する研究
（2）：ジェンダーと選抜度 

◯麦山亮太（学習院大学），
豊永耕平（近畿大学） 

5 
オンライン履歴書実験による新規大卒者への評価に関する研究
(3)：浪人・留年 

○下瀬川陽（作新学院大
学），豊永耕平（近畿大学） 

6 学歴結合パターンが出産行動に及ぼす影響ーー日中比較 張佳潔（東京大学大学院） 

7 現代日本社会の生活困窮感に関する動態的分析 菅澤貴之（熊本大学） 

8 
学校外教育投資の地域差に関する分析：地域間の収益性の差に注
目して 

〇北村友宏（慶應義塾大学
大学院），竹ノ下弘久（慶應
義塾大学） 

9 
サポートネットワーク形成要因の検討：集団加入前後のパネル調
査によるアプローチ 

内藤準（成蹊大学） 

10 小・中学生の社会関係資本と一般的信頼 数実浩佑（宝塚大学） 
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11 奨学金返済者の生活実態：SSJDA Panel を用いた考察 王帥（東京大学） 

 

＊＊＊＊休憩（30 分）＊＊＊＊ 

 
11:10～12:40 【萌芽的セッションⅣ】  

 
1～6：L301 教室 

7～12：L302 教室 

1 
住む都市を選ぶ際に重視する条件の分析（ベスト・ワースト・スケ
ーリングの援用） 

千葉真(東北大学大学院) 
 

2 
悩みを抱える教師の規定要因：複数の規定要因と学校種別間の差
異に着目して 

紀村樹（東京大学大学院） 

3 衛星データを用いた植生指標不均衡に影響を及ぼす要因のモデル 山口侑平（東北大学） 

4 学歴結合と夫婦関係満足度について 春怡荷（東京大学） 

5 
日本における外国人女性の職業的経験と社会的統合の関係性の研
究 

孫一碩（東京大学大学院） 

6 将来への配慮の進化モデル 大浦宏邦（帝京大学） 

7 
「賃金が高すぎる」評価を生起する労働者の条件組合せ，fsQCA
による探索的分析 

森川ゆり子（東北大学大学
院） 

8 
津波てんでんこの論理：利他主義者のジレンマにおける「超合理
性」 

木村邦博（東北大学） 

9 

相続文化資本が主観的幸福度に及ぼす影響 ◯石橋挙（専修大学大学
院），齋藤崇治（名古屋商科
大学），謝拓文（東北大学）・
保田幸子（東京大学），呂沢
宇（東北大学），瀧川裕貴（東
京大学） 

10 
係留ヴィネット法を用いた教育の公的支出の増加に対する賛否の
分析 

小川和孝（東北大学） 

11 
欠損によるバイアスと測定誤差によるバイアスのトレードオフの
検討 

○中尾走（広島市立大学），
樊怡舟（広島大学），康凱翔
（広島大学大学院） 

12 夫婦の就業経歴がウェルビーイングに及ぼす影響 黒川すみれ（福岡県立大学） 

 
12:50 閉会挨拶 大会委員長 田靡裕祐 講義棟 3 階 L305 教室
（備考） 

1. 〇印は登壇者を示します．E は英語による報告です．The E symbol stands for English presentations. 

2. 「抜き刷り交換コーナー」を設けます．論文，報告書，マニュアル，自作ソフトなどを置けます．事

前に「交換用抜き刷り」と表記して大会事務局宛に送付できます． 

3. ワンステップアップ・セミナー参加（無料）には申し込みが必要です．詳細はセミナー案内をご覧く

ださい．定員に余裕がある場合は当日参加受付もいたします． 
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4. 大学敷地内は，全面禁煙となっております．ご理解ご協力を願いたします． 

5. 学内ネットワーク（無線 LAN）が利用可能です．受付テーブルにて利用方法とゲストアカウントを

お伝えします．なお，eduroam は使用できません．  


